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◇“君が代” “奉仕の理想”

◇乾杯冊l1会長加藤ﾉく暇禰

◇出席報告

会此46名川職39名
lllli'iW*84.78%

◇前回 6ﾉ1281 I (催】l刑11,'if率)95.74%

makeup

, 'il l l乃(7/1港),安藤{ド (7/1i&),橋本調.(6/
29:窩北)，加藤(保）ハ． （6/29『I|合)，菊池洞.(6

/271l'),鈴木(猟){;.(6/22NIfT).谷口満.(7/4

1|')，都築論(6/3O瑞穂)，柵飼烈(6/3O瑞穂）

◇ビジター紹介3翁

◇ニコボックス

水野(民)ﾗﾊ.(23fl:liIH;If勅の1,!,i:ぴあにたり),竹

内;/i. (会長に就征いたしまして),-'li"l･(III

i,!ir100形を‘記念して，又この1年間幹.;j'7とし
てよろしくお願いします)，松I!1"･ (111i,if1O0

宅を1氾念して)，芥l 1ハ(S.A.A.としてこ

の1年間おIII話になりました).都築溝(夫人

鼬ﾉ|畠祝,又ホームクラブ御無沙汰しました)，
浜|コブl. (! |!部絲済新llilにI;Ll j『が褐戦されまし
て）

◇三輪幹事報告

1． 次山|例会終r", |聯時総公をｲj･いますの

でｲﾐ会此の〃に伽l lli l,'iW瓜きますようお願い

いたします。

2． ロータリーの反7ノlり･がMいております

のでお持ち端り｜､．さい。
◇新旧会長・幹事ラベルボタン引き継ぎ

◇水野(民)直前会長挨拶

竹内会長のもとに始まる第45I:'lの例会に‐ ．

j･ごあいさつをIIIし｜ ~､げます。

44I1｣|の例会で8811'l l_|のﾉ､IA"をうちﾉI-Iのilrは

おりた女(もしますが, 4"|硬のR. I会僅の

公側墹強のプログラムに一)いて特に力を入れ

させて頂きたいと思います。 1933ｲ「のlilい謡

ですが，米LI IW,ﾔ氏は「|'i分はかつて2， 3

のクラブに若い人の入会を推蕊したことがあ

る‐その時，いずれも未だ名をなしていない

人であると言うことで，入会を1凱:されなかっ
た。

ロータリアンとして蚊も必要な人材は次の

llf代をせおって立つよ･うな人を得ることが－~

解人切である」と,_すっておられます。
その気になって公山一人一人がfi分の職災
に禰接関係のない未充填の分顛， ノゲなら商

業，工業，慨遊の関係の人々を紹介して1riき

たい。そつすればノドイトII1には50名といわず

60, 70と言う会画数も' 'l能であり，経済的に

も，又力強いRCとなり得るであろうと=吟え

ております。

竹内会長，弓'陥'I"11:のもとで，よいRC,

力強いRCとなってIIIくことを祈ってごあい

さつと致しますc

◇直前会長・幹事に記念品贈呈

◇竹内新会長挨拶

昨年の8j]に刺シ:し，水野前会長帷びに束
クラブの余i篭緋別代表ほか祷々様の肝入で熊
｣j1:/fl 1を迎えることとなりました。千繩クラ
ブそのものも勿1術，私はじめメンバーの,渚~ﾊ・
も1イド前のﾉﾄ| |， こうしてロータリークラブ

のメンバーとして'NIj<(,澗々の【| !で会し，又I;A･

ろうとは夢々思われなかったろうと思うので

あります。

ロータリーの綱伽，4ウェ.イテスト，容鞭総

ll"i-i会． 260地|><,地|X協議会， クラブア

センブリーほか， クラブ特有の名称，内奔呼
々，蝿解と災際とがノドもってなかなか身につ

いて参りません。そうした罫|〃|気のI~|｣で，水
野|jij会長の御推恭ltびに|剛友浦兄の御援助を
僻て， このたび会腿をおり|受けすることにな

りました。 .ilにll,'i火のヘキレキで到底その雁

に非ざることは承知致しておりますが，及ば

ずながら微力をつくすjﾘ『”でありますのでよ

へ

－1－



茅'．，三輪康君，水野賀績汎成田良治菰.，佐

野寛~~ﾊ~，杉山貞男君，鈴木猛君，竹内真三

君，谷口暢宏君，寺澤竹三郎君

◇ポール・ハリス・フェロー記念メダル授与

安藤雄之助君

この－年をふりかえってみて

1982～83年度ガバナー大隈孝－

この「ガバナース・レター」がお手;'|:にlll l

<頃は， もう地区協議会も終了して， ほっと

しておられることと存じます。私も同様であ

ります。

(1)何といっても， 88カ所めぐりの公式訪問

は，私にとっては，人仕|liでありました。ふ

りかえってみますと， “公開体力テスト”で

ありました。お陰様で，無当終了出来ました

ことに改めて厚く感謝]|'し上げます。

(2)皆様ﾉJ-に， いろいろ検討をお約束したこ

ともございますが， まだまだ未解決や具体化

していないことも多々あります。力足らずで

申し訳なく存じます。今後， 出来るだけの努

力をしていきたいと思っております。

(3)/『まで12回にわたってこの月信でいろい

ろl i 'し上げてきましたが，先輩各位や皆様方

に，失礼の段， あるいは思い違いの段， 多々

あったと思いますが，役日柄ということでお

:1:し下さい。

しかし， これからも建て肺よりも木1･1､を大

切にしたいと思います。

(4)分区分宙'jは， その繩につきました。今後
とも分匿の実情に応じて， 合郎化へ進むもの

と存じます。

(5)地医分割も， その必要iﾉkは，殆ど全ilの

御理解を禅たと考えております。 しかし， そ

の具体化は極めてむつかしく，人間;'二会のこ

とは理朋だけのものではないと考え込んでお

ります。

(6)また，地区の迎常については，皆様の御

理解と御協ﾉjによって， ある程度の前進があ

ったと思います。

･歩づつ改善の道を， ＋¥様とともに進むこ

とが出来ることは，本当にうれしいことであ

ります。

(7)R. I木部から， ガバナーには，数多く

の航空便が参ります。 ノャ，ふりかえってみ
て， あまり緊急を要することは少く,u-a,

査金的な要諦に類することが相当あったよう

に感じます。R. I本部もn．革的再検刊が必

要ではないかと思います。あまり彌消を知ら
ぬ一ガバナーの州見でしょうか。

◇次回例会（7月12FI )

卓話“艮幼の序”

会典尾関武弘君

◇次々回例会（7月191 1)

卓話“私学碓感”

会員大谷和雄君

ろし<願い上げますc

未だクラブの歴史は1年に尚ちませんが，

私は当クラブのメンバーそれぞれに誇りをも

っております。時間の経過と共に渚兄の持ち

味がだんだんと理解されて楽しくなって参り

ました。初めは渋々入会したものが， ／ﾃでは

よき友を得て計らざる楽しみを味っておりま

す。

私の会長としての第一番の日的は，先ずク

ラブ内の「和」であろうと渚えます。 「胴｣」

があって始めて「クラブカラーjも醸成され

ると思います。

初めて北欧から選ばれたブライトホルツ会

長（1971～72）は“善意goodwill"を主狼さ

れました。即ち「善意のないRCは唯のﾈ|交

クラブだ･

職業は金鮪けのためでしかなく， 社会奄仕

というも施しにすぎず， 国際卒H堂は外交以外

の何ものでもない」との怠味であるとのこと

であります。

又1970～71年のウオルキー会長は「Bridge

theGaps」と主張されました。つまり，

隅りを除こうという意味です。流石に会長と

もなられる方はターケットの投定が秀披であ

ると感心いたします。

Gapsを除< ･ ･…･いろいろな含む処のある

言葉です。言葉のGaps,気持ちのGaps, こ

うしたGapsをとり除く処から｢nl」が生ま

れます。

又とり除きたいという,迩欲と努力があって

“理解” と "'fll"が生ずると貯えます‘、勿,紺

ロータリークラブですからR. Iの一員とし

てｲi動の規範があり，積極的に協ﾉJしなけれ

ばならぬことは当り前です-が， そうしたクラ

ブとしてのけ助力の腺采はクラブ各員の稗恵

と和｣の他にないことをこの1イ|fで学びまし

た。

私は活勁の口的を「和」にif|iき， そのため

の各禰の逆‘間に当りたいと港えております。

その上でスケルトン会長の「ShareRotary,

ServePeople」が生きて参ると考えておりま

す。細目に捗っては水野前金長のお智忌をか
りることとして, 260地区の一員として， う

しろ指を指されぬよう噸眠りたいと存じま

す。会口謝君の御理解を切に希・うものであり

ます。

◇1982～83年度100妬出席者記念品贈呈

●23年

水野民也ｲ|~

●ホームクラブ100%(1年）

石田耕嗣7;・

●1年

浜口龍男Ⅱ．，林淳三君，石田耕嗣君，加藤

大豊悪~，菊池昭元君，黒須一夫関~，松居敬二

へ

へ
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